
注意報・警報・雨雲レーダー 島根県水防情報システムから
天気図等見ることができます 第二浜田ダムの各種情報が見れます。

※情報の閲覧にはそれぞれ通信料がかかります。ご了承ください。

※裏に続きます。

洪水期を迎えます

第二浜田ダム・浜田ダムではまもなく洪水期（6月１６日～９月３０日）を迎えま
す。洪水期とは梅雨前線や台風などにより多くの雨が降ることが予想される期間です。
第二浜田ダムでは大雨・洪水警報が発令された時、もしくは大雨・洪水注意報発令
かつ累計雨量５０ｍｍを観測した時に洪水警戒体制をとっています。体制時は時間帯
を問わず職員がダム管理所に詰め、気象状況の把握や河川利用者及び関係機関へ情報
発信を行っています。必要な際には警報活動をし、河川流域に住む住民の皆様が迅速
に避難出来るよう呼びかけます。昭和５８～６３年にかけて、浜田市では大雨による
大きな災害がおきました。第二浜田ダム完成後は、幸い大きな災害は起きていません。
近年では、ゲリラ豪雨のような短時間に大量の雨が降る事が日本各地で起きていま
す。ダムがあるから大丈夫ではなく、各自で天気予報等に注意してください。緊急時
にはいつでも避難出来る準備等を整えておくなど、日頃から防災意識を高めておきま
しょう。
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第二浜田ダムではダムにお越しいただいた方にダムカードを無料で配布しています。
また、萩・石見空港（東京便、大阪便）をご利用された方が空港利用後１ヶ月以内に、
県管理のダムを訪問して搭乗券を提示すると、通常のダムカード＋空港利用者限定
「オリジナルダムカード」がもらえます！！配布時間は９時から１７時までで、おひ
とりにつき１枚を手渡ししています。
管理所のインターホンを押していただきますと、係の者が対応します。お気軽にお
尋ねください。（新型コロナ感染防止のため、現在配布を中止しています。）
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第二浜田ダム管理職員はダムが適切に機能しているかを把握
するため、様々な点検を行っています。今回はダム湖の点検の
様子について紹介します。第二浜田ダムでは、１ヶ月に１回点
検をしています。点検内容は、ダム湖を船を使い巡視し、ダム
の斜面が崩壊していないか、また崩れた状態からの悪化がない
かなどをチェックします。新たな変化が見られた際には記録し、
次回からのダム湖の点検に使います。
このような点検を行い、ダムの安全や機能を守っています。

浜田ダム・第二浜田ダムでは4月1６日に安全利用点検を行
いました。安全利用点検は、毎年ゴールデンウィーク前に行っ
ています。ゴールデンウィーク中にたくさんの人に利用される
ことが考えられるため、ダム周辺の広場やベンチや柵などに危
険がないか全員で点検を行いました。
今後も利用される方々が安心・安全に利用出来るよう、危険

な箇所があれば随時対策をとり、居心地のよい空間作りを心が
けていきたいと思います。

ダムの点検について

安全利用点検を実施しました

ダムカードの紹介

点検の様子

右上には
ダムの役割が書かれています。
Ｆ・・・洪水調節
Ｎ・・・不特定利水（河川の正常な流量の維持）
を表します

他にＡ（かんがい用水）、Ｗ（上水道）、Ｉ（工業
用水）、Ｐ（発電）などがあります。

右下には
ダムタイプが書かれています。
Ｇ・・・重力式コンクリートダム
を表します。

他にＡ（アーチ式コンクリートダム）、Ｅ（アースダ
ム）Ｒ（ロックフィルダム）などがあります。

ダムカードの見方

ダム湖巡視に使う船


